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　このたびは，情報処理学会の論文賞という名誉ある

賞を賜り，誠にありがとうございます．本論文を執筆

するにあたりご議論いただいた方々や査読者の方々に，

心よりお礼申し上げます．

　本論文では，脳における情報処理の理解に向けて，

数理モデルを用いたアプローチによる研究を行いまし

た．脳というと情報処理とはあまり関係がないという

印象を持たれるかもしれませんが，脳は，記憶，認知

などのさまざまな情報処理を担っていることが知られて

います．本稿では，受賞対象となりました論文の内容

についてご紹介させていただきます．

　脳では，神経細胞がネットワークを形成していることが

知られており，この神経ネットワークが，脳の情報処理

を担っていると考えられています．実際，生物実験では，

神経ネットワークにおいて，個々の神経細胞が集団として

揃って活動する様子が観測されています．神経ネットワー

クの挙動は，位相応答曲線と呼ばれる現象論的数理モ

デルを用いて盛んに研究されています．位相応答曲線と

は，周期的な振舞いをする素子に対して，外部刺激を与

えたときに得られる応答を示す曲線であり，神経ネットワ

ーク上の情報通信のタイミングを定める重要な指標です．

　一方で，神経細胞は，生物学的な実体であり，生

物物理学の観点から数理モデル化されています．しか

し，神経細胞が持つ生物物理学的な特性が，位相応

答曲線とどのように関係するかは，明らかになってい

ませんでした．

　本論文では，数理モデルを用いた理論研究を行う

ことにより，脳科学において重要な異なる側面を表す 
2つの数理モデルの間の関係を解析的に明らかにする

ことに成功しました．本研究により，現象論的数理モ

デルの 1つである位相応答曲線と，神経細胞の特性
を記述する生物物理的数理モデルであるスパイクレス

ポンスモデルの関係を数式の上で繋ぐことが可能にな

りました．本研究は，神経細胞が持つ生物物理学的

な特性が，位相応答曲線にどのように反映されるかを

明らかにするものであり，神経ネットワークの振舞いと

個々の神経細胞との関係の理解を深める上で重要であ

ると考えられます．

　脳は，階層的な構造を持つ情報システムであり，分

子－細胞－局所回路－領野－行動などのさまざまなレ

ベルで実験研究が行われています．個々のレベルで得

られる知見を統合し，脳システム全体としての情報処理

を理解する上で，数理的なアプローチが肝要です．今

後も，数理モデルを用いたアプローチにより，脳におけ

る情報処理の統合的理解を進めていきたいと存じます．
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